
く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
32

　

〜
成
年
後
見
制
度
で
契
約
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
〜
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象
。

【
補
助
】

　

売
買
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を

で
き
る
か
心
配
で
、
内
容
に
よ
っ

て
は
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
方

が
安
心
と
い
っ
た
、
軽
度
の
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
方
や
、
軽
度
の
知

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
な
ど
、

判
断
能
力
の
不
十
分
な
方
を
対
象
。

※
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
は
、

費
用
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
判

断
能
力
鑑
定
が
実
施
さ
れ
る
場

合
は
5
〜
10
万
円
が
別
途
必
要

で
す
。
住
所
地
を
管
轄
す
る
家

庭
裁
判
所
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
の
制
度
も
精
神
上
の
障

害
で
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
の

制
度
で
、
高
齢
や
身
体
の
障
害
が

重
い
と
い
う
だ
け
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

も
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
区
分
に
よ
っ
て
は

選
挙
権
が
な
く
な
っ
た
り
、
資
格

制
限
が
付
く
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障

害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不

十
分
な
方
は
、
不
動
産
や
預
貯
金

な
ど
の
財
産
管
理
、
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
を
結
ぶ
た
め

の
判
断
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
不
利
益
な
契
約
を
結

ば
さ
れ
る
な
ど
、
悪
質
商
法
な
ど

の
消
費
者
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
判
断
能
力
の
不
十

分
な
方
を
保
護
し
、
支
援
す
る
制

度
に
、「
任
意
後
見
制
度
」と「
法

定
後
見
制
度
」が
あ
り
、
こ
れ
ら

を「
未
成
年
後
見
制
度
」に
対
し
て

「
成
年
後
見
制
度
」と
呼
び
ま
す
。

　

自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
自
分

で
決
め
る
た
め
の
制
度
で
す
。
本

人
の
判
断
力
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
う
ち
に
、
将
来
自
分
の
判
断
能

力
が
衰
え
た
と
き
に
備
え
、
自
ら

が
選
ん
だ
代
理
人
に
あ
ら
か
じ
め

自
分
の
生
活
支
援

や
財
産
管
理
、
療

養
看
護
な
ど
に
関

す
る
事
務
を
委
任

し
て
お
き
ま
す
。

援
護
範
囲
は
本
人
の
意
思
に
基
づ

き
十
分
話
し
合
っ
た
上
で
契
約
し

ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
四
親
等
内
の

親
族
そ
の
他
の
者
の
申
し
出
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
が
、
本
人
の
判

断
能
力
の
状
態
を
症
状
の
重
い
順

に「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
三

つ
の
類
型
に
区
分
し
ま
す
。
後
見
、

保
佐
、
補
助
が
始
ま
る
と
そ
れ
ぞ

れ
に「
成
年
後
見
人
」「
保
佐
人
」

「
補
助
人
」が
本
人
を
支
援
し
ま
す
。

判
断
能
力
の
状
況
は
具
体
的
に
次

の
と
お
り
で
す
。

【
後
見
】

　

意
識
不
明
で
寝
た
き
り
の
状
態

の
方
、
認
知
症
が
進
ん
で
い
る
方
、

重
度
の
知
的
障
害
・
精
神
障
害
者

な
ど
の
判
断
能
力
を
欠
く
状
況
に

あ
る
方
を
対
象
。

【
保
佐
】

　

認
知
症
や
知
的
障
害
な
ど
の
た

め
に
、
1
人
で
は
土
地
・
家
な
ど

の
売
買
や
多
額
の
借
入
れ
、
保
証

人
に
な
る
な
ど
の
重
要
な
財
産
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
判
断

能
力
が
著
し
く
不
十
分
な
方
を
対

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

法
定
後
見
制
度

利
用
に
当
た
っ
て
の
注
意

任
意
後
見
制
度

　
「
犬
の
ふ
ん
は
、

飼
い
主
が
処
理
し
て

く
だ
さ
い
」…
こ
の

よ
う
な
張
り
紙
を
目

に
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

市
に
は「
ふ
ん
尿

で
汚
さ
れ
た
」「
鳴
き

声
が
う
る
さ
い
」と

い
っ
た
犬
や
猫
な
ど

ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
飼
い
主
の
気
配
り
と

責
任
あ
る
飼
育
で
改
善
で
き
ま
す
。

　

無
責
任
な
飼
育
は
近
隣
の
方
々

に
迷
惑
を
掛
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

ペ
ッ
ト
に
と
っ
て
も
不
幸
な
こ
と

で
す
。

　

責
任
を
持
っ
て
終
生
適
正
に
飼

育
し
、
ペ
ッ
ト
を
地
域
の
嫌
わ
れ

も
の
に
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
ま
し 

ょ
う
。

●
犬
の
散
歩
の
際
は
引
き
綱
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
は
き
ち
ん
と
つ
な
い
で
飼
い
、

無
駄
吠
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
猫
は
で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

●
み
だ
り
に
野
良
猫
に
餌
を
与
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
無
理
な
多
頭
飼
育
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法

で
飼
い
主
に
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
の
方
は
、
動
物
病
院

で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
を
適
正
に

飼
育
し
、
み
ん
な
で「
美
し
い
豊

岡
」を
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
⑧

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
尿
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

犬
を
飼
育
す
る
ル
ー
ル

猫
を
飼
育
す
る
ル
ー
ル

▲犬のふん看板のいらない豊岡を目指そう！！

飼
い
犬
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
を



広報とよおか　2011.11.2529

▽
大
橋
正ま
さ

嗣つ
ぐ（
但
東
町
東
里
）

▽
川
﨑　

稔（
出
石
町
荒
木
）

▽
谷
垣
隆
徳（
竹
野
町
須
谷
）

▽
西
垣
高た
か

美よ
し（
日
高
町
広
井
）

▽
西
原
廣ひ
ろ

見み（
九
日
市
下
町
）

▽
藤
本
浩ひ
ろ

司し（
日
高
町
江
原
）

▽
森
垣
秀ひ
で

志し（
竹
野
町
桑
野
本
）

▽
渡
邊
博ひ
ろ

文ぶ
み（
日
高
町
竹
貫
）

■
自
治
功
労

▽
由ゆ

留る

佐さ

眞
一
朗（
城
崎
町
戸
島
）

■
女
性
・
消
費
生
活
功
労

▽
宇
川
佳
代
子（
竹
野
町
竹
野
）

▽
谷
下
多
惠
子（
寿
町
）

▽
安
田
早
苗（
竹
野
町
竹
野
）

▽
池
内　

修（
中
郷
）

▽
乳う

原ば
ら

厚
彦（
竹
野
町
椒
）

▽
片
桐
博
志（
伊
賀
谷
）

▽
佐
伯
匡ま
さ

男お（
城
南
町
）

▽
高
田
壽と
し

昭あ
き（
日
高
町
稲
葉
）

▽
武
田
勝
美（
正
法
寺
）

▽
田
中
秀
樹（
城
崎
町
湯
島
）

▽
野
村
欣
三（
中
央
町
）

▽
長
谷
川
汎ひ
ろ

司じ（
日
高
町
奈
佐
路
）

▽
原　

啓
一（
日
高
町
万
劫
）

▽
宮
下
政
博（
城
崎
町
結
）

■
旭
日
双
光
章

▽
加
藤　

實み
の
る（
日
高
町
岩
中
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
北
村
宜た
か

司し（
竹
野
町
竹
野
）

■
瑞
宝
単
光
章

▽
丸
岡
正
子（
中
郷
）

■
瑞
宝
双
光
章

▽
阪
下
雪
雄（
下
陰
）

▽
石
髙
雅
信（
教
育
長
・
戸
牧
）

▽
田
中　

定さ
だ
む（
出
石
町
弘
原
、建
築

大
工
）

■
表
彰
旗

▽
豊
岡
市
豊
岡
消
防
団

■
功
労
章

▽
北
村
幸
弘（
城
崎
町
飯
谷
）

▽
松
本
裕
之（
野
上
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
石
田
一
幸（
但
東
町
久
畑
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
勲

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
！
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
ゆ
り
か
。す
く
す
く
大

き
く
な
っ
て
ね
♡　
　
　
　
　

（
父 

至
也
・
母 

由
紀
、竹
野
町
小
丸
）

木瀬由
ゆ

梨
り

佳
か

ちゃん
（平成21年10月14日生）

　

１
歳
お
め
で
と
う
☆
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
明
る
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

崇
・
母 

景
子
、弥
栄
町
）

森 山 愛
あい

來
ら

ちゃん
（平成22年9月13日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

平
成
23
年
度
文
部
科
学
大
臣

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
知
事
感
謝

▽
木
谷　

淳す
な
お（
瀬
戸
）

▽
瀬
尾
美
智
子（
香
住
）

▽
関
岡
雅
人（
奥
野
）

▽
寺
田
祥よ
し

朗ろ
う（
元
町
）

▽
本
井
重
利（
高
屋
）

▽
八
木
美
由
紀（
宮
井
）

▽
山
村
政
男（
城
南
町
）

■
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
連
合
会

会
長
感
謝

▽
稲
葉
世せ

津つ

子こ（
法
花
寺
）

▽
霜
澤
香か
お

里り（
庄
境
）

▽
瀧
本
勝
代（
桜
町
）

■
優
良
民
間
社
会
福
祉
団
体
等

▽
豊
岡
市
城
崎
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

▽
森　

弘
之（
但
東
町
薬
王
寺
）

▽
石
山
典
昭（
泉
町
、石
彫
工
）

▽
吉
岡
正
明（
日
高
町
羽
尻
、建
築

大
工
）

■
全
衛
連
会
長
表
彰

▽
池
田
登と

志し（
立
野
町
）

▽
森　

義
寛（
中
郷
）

■
天
皇
杯

▽
西
垣
養
鶏
場（
但
東
町
栗
尾
）

（
11
月
2
〜
6
日
、
総
合
体
育
館
）

■
招
待
作
家
の
部
・
招
待
優
賞

▽
絵
画　

並
河
よ
し
子（
桜
町
）

▽
書
道　

和
田
孝こ
う

苑え
ん（
正
法
寺
）

▽
彫
刻
･
工
芸　

西
山
繭ま
ゆ

子こ
（
日

高
町
篠
垣
）

■
一
般
の
部
・
市
長
賞

▽
書
道　

細
川
太た
い

翠す
い（
船
町
）

▽
写
真　

谷
口
俊し

ゅ
ん
い
ち一（
福
田
）

■
高
校
の
部
・
市
長
賞

▽
絵
画　

北
村
晋あ
き

子こ
（
豊
岡
高
3
年
）

▽
書
道　

桶
本
麻あ
さ

未み（
豊
岡
総
合
高

3
年
）

■
男
子
回
転
J
1　

優
勝
、
男
子

　

大
回
転
J
1　

準
優
勝

▽
田
中
善
之（
日
高
町
栗
栖
野
出
身
）

■
卓
球
競
技　

少
年
女
子

▽
大
井
美
好（
夙
川
学
院
高
3
年
・

圡
渕
出
身
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

兵
庫
県
知
事
表
彰（
消
防
功
労
）

兵
庫
県
自
治
賞

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

第
44
回
兵
庫
県
青
少
年
補
導
委
員
大
会

第
60
回
兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

知
事
表
彰

第
14
回
地
域
保
健
全
国
大
会

第
62
回
豊
岡
市
美
術
展 

第
27
回
全
日
本
グ
ラ
ス
ス
キ
ー

選
手
権
大
会

第
66
回
国
民
体
育
大
会

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
に
出
場

県
技
能
顕
功
賞

第
50
回
農
林
水
産
祭　
　
　

現
代
の
名
工


